
経済産業省：「工業統計調査－2012年速報」より

　このほど経済産業省より発表された
「工業統計調査―2012年速報」による
と、滋賀県の2012年１年間の製造業の
付加価値額（製造品出荷額等から原材
料使用額等を引いた額）は、２兆2,164
億円（前年比▲4.9％）で、全国第15位
となった。
　この付加価値額を従業者（臨時雇用
者を除く）１人あたりの金額でみると、
1,573万円（前年比＋0.6％）で全国第４位
となった。県内企業が生み出す製品の付
加価値は、全国でも高い水準にある。
　さらに、従業者数別に１人あたりの付
加価値額をみると（図）、最も高かったの

は、100人～299人の企業（2,163万円）
で、1,000人以上の企業（2,057万円）を
上回った。
　県内の中小企業が激化する競争に打
ち勝つために、日々、生産性や技術力を
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高める努力を重ねていることが、全国で
も高水準の付加価値額を生みだす原動
力のひとつとなっているようだ。
　全国屈指の内陸工業県として、県内の
中小企業がさらに多くの高付加価値製
品を生み出し、ひいては、地域経済の活
性化につながっていくことに期待したい。

（（株）しがぎん経済文化センター 上村 彰吾）

従業者１人あたりの付加価値額は全国４位
競争力を高める県内中小企業が、県経済を牽引することに期待
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県内製造業の従業者1人あたりの付加価値額（2012年・従業者規模別）
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　いま、「メタンハイドレート」が注目を集め

ています。メタンガスと水の分子が固まっ

た氷状の固体物質で「燃える氷」とも呼ば

れ、新エネルギー資源としてはもちろん、

CO₂排出抑制など地球温暖化防止に役

立つと期待されています。

　カナダで産出実験が繰り返されています

が、日本近海にもわが国天然ガス消費量の

実に100年分に相当する量が存在するとの

試算もあります。世界６位の広さの排他的

経済水域を有する日本。メタンハイドレート

資源から天然ガス商業生産が開始されれ

ば、わが国は国内に広大な天然ガス生産

現場を持つことになり、期待が高まります。

　「メタンハイドレートからの天然ガス商業

生産の技術整備には、中小企業の技術

が是非必要」。10月24日「びわ湖環境ビジ

ネスメッセ2013」にてセミナーが開催され、

席上、産業技術総合研究所メタンハイド

レート研究センター長の成田英夫氏が述

べられた言葉が心に残りました。

　今秋は台風が連続して襲来しました。地

球温暖化による“異常気象”が原因と指摘

されています。東日本大震災、福島第一原

発事故に伴い、エネルギー確保ばかりが強

調され、ともすれば地球温暖化防止が脇に

置かれたような心地さえします。

　このような状況下、地球温暖化防止の

切り札とも言うべき「燃える氷」メタンハイド

レートの商業開発に多くの中小企業が積

極的に参画、中小企業ならではの技術が

結集、発揮されることに大いに期待したい

と思います。

燃える氷

　「伝統と文化が息づく京都の地
で新しい食文化の創造を目指し
たい」という思いから、パンでも
洋菓子でもない、全く新しいイー
スト菓子・マーブルデニッシュを
開発した株式会社グランマーブ
ル。しっとりした生地に、旬の食材
を織り込んで焼き上げた深い味
わいと見た目の美しさが人気を
呼び、これまでにないお菓子とし
てリピーターも定着している。さ
らに、オレンジのパッケージが高
級感を演出し、結婚式の引き出物

としても評判だ。
　そんなグランマーブルの商品
に、この夏新たに加わったのが
「Deux」だ。「もっと少しずつい
ろいろな種類を楽しみたい」と
いうお客さまの声に応えるた
め、２種類のフレーバーを生地の
段階で１本にして焼き上げた。ま
さに手づくりだからできる技あ
りのデニッシュだ。ギフトとして
も自分用としても、ちょっと欲張
りなマーブルデニッシュが誕生
した。

■本社／京都市南区上鳥羽北島田町93
■設立／1996年　■資本金／1,000万円
■代表／山本 正典
■従業員数／100名
■事業内容／マーブルデニッシュ製造卸・販売
■問い合わせ先／TEL：075-682-3900（京都本社）
■URL／http://www.grandmarble.com/
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イチ押し！pick up

株式会社グランマーブル
２種類の味を一斤に。技ありデニッシュ「Deux」誕生！

ド ゥ

「ショコラ・ショコラ」と「メイプルキャラメル」による新デニッシュ「Deux」

SHIGAGIN TOPICS

「びわ湖環境ビジネスメッセ2013」に出展

　「びわ湖環境ビジネスメッセ2013」が10月24日から３日
間、滋賀県立長浜ドームで開催され、滋賀銀行としがぎん経
済文化センターは共同でブースを出展しました。
　「しがぎんは、環境ビジネスをサポートします」とのテーマ
のもと、パネル展示や映像のほか、琵琶湖の固有種「ニゴロ
ブナ」と「ワタカ」の水槽を展示。更に、創立80周年記念事業
として、11月から来年３月にかけて実施している「ビワマス
遡上プロジェクト」について、ビワマスの水槽を設置して紹介
しました。来場されたお客さまには、環境保全メッセージの
記入にご協力いただき、環境保全への思いをブース壁面に
掲示しました。
　また、本メッセに合わせて湖北エリア初の「しがぎん」アジ
アセミナーを10月24日、長浜バイオ大学セミナールームで

開催しました。環境問題への対応が注目される中国のマー
ケット、投資環境、日本企業のビジネスチャンスについて、専
門家による講演が行われ、来場された皆さまは話題性の高
い内容に熱心に耳を傾けていました。

当行ブースには、３日間で約1,500名がご来場
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